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2 ふくさき議会だより　第178号 

3月定例会 

　３月定例会は３月３日に招集され、25日ま
での23日間の会期で開きました。今定例会で
は令和８年度一般会計予算などの議案30件が
提出され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。
一般質問は３月18日、24日に行われ、13議員
が町政全般にわたり質問しました。

第524回定例会 

令和8年度予算 総額190億1280万円を可決 令和8年度予算 総額190億1280万円を可決 令和8年度予算 総額190億1280万円を可決 令和8年度予算 総額190億1280万円を可決 

全員賛成で同意・可決した議案等 

　中播消防署移転・建替 11億3100万円 
　 神崎郡ごみ処理施設建設事業 10億3000万円など 

　中播消防署移転・建替 11億3100万円 
　 神崎郡ごみ処理施設建設事業 10億3000万円など 
　中播消防署移転・建替 11億3100万円 
　 神崎郡ごみ処理施設建設事業 10億3000万円など 
　中播消防署移転・建替 11億3100万円 
　 神崎郡ごみ処理施設建設事業 10億3000万円など 

概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 
教育長の任命 千家利久氏を任命

介護保険事業特別会計予算 総額19億8080万円

一般会計補正予算（第７号） ３億6390万円減額（総額114億4570万円）

工業用水道事業会計補正予算（第３号） 企業債を6600万円減額し、収入総額を2180万円とする

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 217万６千円減額（総額17億4006万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 976万１千円増額（総額３億7394万７千円）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 6784万円増額（総額19億6290万円）

人　事 

水道事業会計予算
収益的収入及び支出は収入４億3840万円で支出は
４億3280万円、資本的収入及び支出は収入7800万
円で支出は４億7090万円

工業用水道事業会計予算
収益的収入及び支出は収入6080万円で支出は4810
万円、資本的収入及び支出は収入１億２千万円で
支出は１億3460万円

下水道事業会計予算
収益的収入及び支出は収入９億7390万円で支出は
９億6920万円、資本的収入及び支出は収入７億71
60万円で支出は11億4730万円

下水道事業会計補正予算（第２号）
収入総額を10億1468万円、支出総額を10億596万
５千円とする。下水道事業債の利率を４.０％以内
に改める

職員定数条例を改正
公職選挙法改正により導入された公費負担制度に
伴う選挙事務量の増加等に対応するため実態に即
して改正

環境保全基金条例を廃止 環境保全基金積立金全額（2500万円）を一般会計に繰
り入れたため、福崎町環境保全基金条例を廃止する

消防団条例を改正
新たに福崎町消防団規則を制定するとともに、消
防団員の処遇改善を推進するため、一部の区分に
おいて年額報酬の改正を行う

介護保険条例を改正
被保険者の責に帰さない事由で意図せず保険料が
増額される場合に対応できるよう減免規定に補充
的な条文を追加する

公営企業の設置等に関する条例を改正
農業集落排水施設の公共下水道統合工事を進めるに
あたり、公共下水道事業の計画排水人口を変更する

条　例 

令和7年度 
補正予算 

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例を改正

公職選挙法施行令改正に準じ、選挙運動用ビラ及
び選挙運動用ポスターの作成の公費負担に係る限
度額を引き上げる

特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例を改
正

持続可能な行財政運営の確保に資するため、令和
８年度の間、町長、副町長、教育長の給与をそれ
ぞれ、３割、２割、1.5割減額する

水道事業会計補正予算（第２号） 収入総額を４億3596万５千円、支出総額を５億1280万
円とする。水道事業債の限度額は2330万円とする

一般職の職員の給与に関する条例を改正 人事院勧告に基づき、自動車等使用者に対する通
勤手当額の引き上げ等を行う

公営企業管理者の廃止に伴う関係条例の整備 公営企業管理者廃止に伴い改正が必要となる18条
例を一括して整備する

予　算 

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例を制定

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を
令和８年度から実施するにあたり、国の基準に準
じ、事業者が運営上行うべき事項等に関し、町が
事業者を確認するための基準を定める
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概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

条　例 

その他 

報　告 

福崎町もちむぎのやかたの指定管理者の指定 株式会社もちむぎ食品センターを指定。指定期間
は令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

道路線の廃止及び認定 ２級106号線を廃止し、新たに２級106号線及び３
級454号線を認定

認定こども園設置条例を改正 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を実
施するにあたり、乳児等通園支援利用料を規定する

議会の委任による専決処分の報告について（（南大
貫）宮の池改修工事）

事業量の減により129万８千円減額し、変更後の
契約金額を7290万6900円とする

賛否の分かれた議案等 

※竹本議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

２ １１ 

議 案 名 

賛否 １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 
長寿祝金支給条例を改正
概要：第７次行政改革の一環として、77歳
の方へのお祝い金の支給を廃止する

条　例 

予　算 

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 
国民健康保険条例を改正
概要：県内保険税の統一に向け給付水準を
統一する必要があるため、精神・結核医療
付加金を終了する

国民健康保険事業特別会計当初予算
概要：総額17億3180万円 １ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 

一般会計予算
概要：総額117億100万円

後期高齢者医療事業特別会計当初予算
概要：総額３億9630万円

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 
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中播消防署移転・建替 
11億3100万円 

神崎郡ごみ処理施設建設事業 
10億3000万円 

●福崎駅田原線など道路新設・改良 
3億6800万円 

●小・中学校体育館空調設備整備事業 
2億700万円 

●小・中学校給食費無償化 
8100万円 

●公共施設予約システム導入 
454万円 

●家庭用太陽光発電設備導入に補助金 
290万円 

町バス（29人乗り）購入・入替 
1500万円 

※現在使用している町バスです。 ※現在使用している町バスです。 

注目事業  注目事業  注目事業  注目事業  令和8年度予算 



　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
連

携
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
内
容
は
。

　
福
崎
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

よ
り
町
民
へ
行
政
情
報
、
防
災

情
報
を
発
信
す
る
。
ま
た
、
職

員
専
用
機
能
を
活
用
し
、
職
員

の
防
災
訓
練
、
参
集
訓
練
の
実

施
も
考
え
て
い
る
。

　
　
令
和
８
年
度
導
入
予
定
の

「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ

ー
ビ
ス
」
と
は
。

　
役
場
窓
口
に
お
い
て
、
シ
ス

テ
ム
機
器
に
金
融
機
関
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
差
し
込
ん
で

暗
証
番
号
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
簡
単
に
口
座
振
替
の
手

続
き
が
で
き
る
も
の
。

　
　
行
政
改
革
実
施
計
画
で
は
、

令
和
８
年
度
中
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
金
額
や
対
象
施
設
な
ど
の
制

度
設
計
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い

た
め
、
決
ま
り
次
第
、
補
正
予

算
に
て
計
上
す
る
。

　
　
行
政
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
中
で
も
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
を
行
う
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
見
直
し
の
方
針
は
。

　
町
の
有
料
施
設
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
向
け

て
使
用
料
等
の
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、
無
料
施
設
に
つ
い
て
も
、

有
料
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
。
た
だ
し
、
全
て
の
負

担
を
利
用
者
に
求
め
る
と
い
う

考
え
方
は
し
て
い
な
い
。

　
　
令
和
８
年
度
中
に
役
場
の

電
話
番
号
が
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
各
課

の
番
号
の
周
知
方
法
は
。

　
番
号
が
決
ま
り
次
第
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を

行
う
。
ま
た
、
現
在
の
番
号
は

総
務
課
が
受
け
持
つ
と
い
う
形

で
対
応
す
る
。

　
　
監
査
委
員
報
酬
が
職
責
の

重
さ
に
比
べ
て
少
な
い
と
思
う
が
。

　
年
額
で
代
表
監
査
委
員
が
30

万
４
０
０
０
円
。
平
成
26
年
度

に
引
き
上
げ
を
し
て
い
る
が
、

他
市
町
に
比
べ
て
低
い
と
い
う

認
識
は
あ
る
。
行
革
の
関
係
も

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
引
き
上
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
令
和
８
年
度
の
新
規
事
業

で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
内
容
は
。

　
こ
ど
も
の
塾
へ
の
送
迎
時
な

ど
、
少
し
の
間
だ
け
こ
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
会
員

と
、
預
か
り
が
で
き
る
会
員
の

間
で
事
業
を
行
う
。
保
健
セ
ン

タ
ー
に
事
務
局
を
置
き
、
事
務

局
が
会
員
同
士
の
調
整
を
行
う
。

　
　
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
の

月
１
万
円
支
給
は
、
物
価
高
騰

等
で
値
上
げ
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
。

　
在
宅
介
護
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
す
る
趣
旨
で
あ
る
が
、

昨
今
の
町
財
政
事
情
も
あ
り
、

考
え
て
い
な
い
。

　
　
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
へ
の
補
助
金
の
１
件
あ
た

り
の
助
成
額
は
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池

を
セ
ッ
ト
で
新
規
設
置
さ
れ
る

方
が
対
象
と
な
る
。
太
陽
光
発

電
設
備
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た

り
７
万
円
、
蓄
電
池
は
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
あ
た
り
４
万
７
千
円
。

ど
ち
ら
も
上
限
が
５
キ
ロ
ワ
ッ

ト
な
の
で
、
１
件
あ
た
り
の
助

成
額
の
上
限
は
、
あ
わ
せ
て
５

８
万
５
千
円
と
な
る
。

　
　
中
山
間
直
接
支
払
交
付
金

が
１
５
０
万
円
以
上
増
え
て
い

る
が
、
面
積
が
増
え
た
の
か
。

　
加
治
谷
地
区
が
追
加
さ
れ
た
。

　
　
林
業
振
興
費
の
一
般
備
品

購
入
費
８
４
０
万
円
の
内
容
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
て
い
る

机
が
劣
化
し
て
お
り
、
県
内
産

の
木
材
を
活
用
し
た
机
を
２
５

０
台
購
入
予
定
。
森
林
環
境
譲

与
税
で
１
０
０
％
購
入
で
き
る
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
積
立
金

の
事
業
、
目
的
は
。
 

  　
森
林
環
境
譲
与
税
で
使
え
る

の
は
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

に
関
す
る
施
設
や
人
材
育
成
、

担
い
手
の
確
保
な
ど
森
林
の
整

備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
創
業
支
援
補
助
金
は
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
方
が
い
る
の
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企
画
財
政
課
長 

企
画
財
政
課
長 

総
務
課
長 

総
務
課
長 

総
務
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

住
民
生
活
課
長 

農
林
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
６
日
・
９
日
・
１１
日
の
３
日
間
開

催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
各
会
計
の
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
も
含
め
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
審
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 
委
員
長
　

植
岡
 

茂
和
 

副
委
員
長
 

住
谷
 

庸
子
 

歳
入
歳
入
 

歳
入
 

歳
出
歳
出
 

歳
出
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

福
祉
課
長 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

税
務
課
長 

問
 



か
。
相
談
は
あ
る
の
か
。

　
町
内
で
新
し
く
創
業
さ
れ
る

方
の
リ
フ
ォ
ー
ム
代
や
備
品
購

入
代
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
上
限

１
０
０
万
円
の
補
助
。
令
和
７

年
度
は
３
件
あ
り
、
令
和
８
年

度
も
同
じ
３
件
分
３
０
０
万
円

を
予
算
借
置
し
て
い
る
。
現
段

階
で
は
相
談
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
観
光
用
施
設
等
整
備
工
事

費
と
観
光
用
看
板
設
置
工
事
費

は
ど
う
い
う
計
画
か
。

　
観
光
用
施
設
等
整
備
工
事
費

は
、
駒
が
岩
周
辺
整
備
と
七
種

山
環
境
整
備
で
手
す
り
の
改
修
。

観
光
用
看
板
設
置
工
事
費
は
、

駅
前
広
場
に
大
型
観
光
用
看
板

を
作
る
予
定
。

　
　
樹
木
伐
採
委
託
料
の
対
象

は
。

　
交
通
広
場
の
出
口
の
左
方
向

が
樹
木
で
見
に
く
い
と
い
う
苦

情
や
改
善
要
望
が
あ
り
、
低
木

を
伐
採
し
た
後
、
芝
生
化
す
る
。

　
　
橋
梁
点
検
は
非
常
に
対
象

が
多
く
、
何
年
周
期
で
回
す
と

い
う
よ
う
な
目
標
に
従
っ
て
予

算
組
み
さ
れ
て
い
る
か
。

　
全
体
で
２
０
９
橋
あ
り
、
５

年
に
１
回
、
計
画
的
に
法
定
点

検
し
て
い
る
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
助

成
金
は
、
駅
前
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
が
、
周
知
方
法
は
。

　
対
象
地
域
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ

ス
テ
ム
管
理
運
営
協
議
会
負
担

金
と
は
。

　
発
災
後
に
お
け
る
家
屋
被
害

認
定
調
査
、
罹
災
証
明
書
発
行

等
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
運
用
を

行
う
協
議
会
へ
の
負
担
金
で
、

兵
庫
県
と
県
下
41
市
町
で
協
議

会
を
組
織
し
、
同
じ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費

の
削
減
を
図
る
。

　
　
学
習
支
援
ソ
フ
ト
等
使
用

料
が
８４
万
９
０
０
０
円
増
え
て

い
る
理
由
は
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
学
習
支

援
ソ
フ
ト
に
加
え
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
て
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
を
進
め
て
い
く
た
め

の
対
策
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
支
援
ソ
フ

ト
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
意
図
や
目
的
、
対
象

の
施
設
は
。

　
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

一
環
と
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ

か
ら
で
も
公
共
施
設
の
予
約
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
社

会
教
育
関
係
施
設
の
各
部
屋
、

春
日
ふ
れ
あ
い
会
館
や
キ
ャ
ン

プ
場
、
河
川
公
園
な
ど
公
園
の

施
設
予
約
も
対
応
し
た
い
。

 　
　
ま
だ
申
告
途
上
だ
が
、
今

の
申
告
の
状
況
を
み
て
国
保
税

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し

て
い
る
か
。

　
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
名
目

賃
金
は
上
が
り
続
け
て
い
る
の

で
、
令
和
８
年
度
も
増
額
の
予

算
を
立
て
た
。
国
民
年
金
に
つ

い
て
も
物
価
の
上
昇
に
比
例
し

て
伸
び
て
い
る
た
め
、
国
保
税

に
お
け
る
総
所
得
の
ベ
ー
ス
も

上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　
　
成
年
後
見
人
報
償
金
に
つ

い
て
、
現
在
、
何
名
が
成
年
後

見
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
７
年
度
は
４
件
。
８
年

度
は
５
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
は
認
知
症
の
方
か
。

現
在
の
利
用
人
数
は
。

　
認
知
症
の
方
へ
機
器
の
貸
出

を
行
う
制
度
。
現
在
、
１
名
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
給
水
戸
数
1
0
0
戸
増
に

対
し
て
、
年
間
給
水
量
は
３
万

立
方
メ
ー
ト
ル
の
減
。
給
水
戸

数
と
年
間
給
水
量
は
比
例
関
係

で
は
な
い
の
か
。

　
給
水
戸
数
と
給
水
量
は
比
例

す
る
と
は
限
ら
な
い
。
新
築
の

増
加
な
ど
に
よ
り
戸
数
は
増
加

す
る
が
、
給
水
人
口
の
減
に
よ

り
給
水
量
は
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
　
貸
借
対
照
表
に
「
建
設
仮

勘
定
」
の
項
目
が
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　
下
水
道
事
業
は
、
工
事
が
完

了
し
た
ら
そ
の
ま
ま
固
定
資
産

に
登
録
す
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
予
算
上
は
建
設
仮
勘
定
に

置
い
て
い
な
い
。

3月定例会 
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社
会
教
育
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

ま
ち
づ
く
り
課
長 

地
域
振
興
課
長 

住
民
生
活
課
長 

総
務
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業
 

介
護
保
険
事
業
 

水
道
事
業

水
道
事
業
 

水
道
事
業
 

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業
 

国
民
健
康
保
険
事
業
 

問
 

問
 

問
 

問
 

地
域
振
興
課
長 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

ごみ処理施設建設の進捗状況を確認 

学
校
教
育
課
長 

税
務
課
長 
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3月定例会 

長寿祝金支給条例改正 －77歳祝金廃止－ 

　令和７年３月議会に改正案が提出されましたが、賛成少数で否決となりました。しかし、厳しい
財政状況を踏まえ、第７次行政改革大綱の検討事項として再度見直し対象になり、今定例会で改め
て提案がありました。行政改革調査特別委員会で多くの代替案の意見があったことを反映していま
す。

改正趣旨
　お祝い事業から、より長く健康に暮らしていただくための「健康予防」事業へと転換する。

改正内容
　77歳の方へのお祝金（１万円）の支給を廃止し、77歳の節目事業として、インフルエンザワク
チン接種の自己負担を無料とする制度を新たに実施する。

もちむぎ食品センターをもちむぎのやかた指定管理者に指定 

　平成25年にNHK情報番組でもち麦が特集されてから売上げを大きく伸ばしてきましたが、平成30
年頃からもち麦の供給が全国的に過剰となり売り上げが減少しています。特に令和３年からは新型
コロナウイルス感染症拡大のため売上が大幅に減少し、令和６年からは全国的な物価高騰と人件費
の上昇が経営に深刻なダメージを与え、厳しい運営状況となっています。
　実績と人件費の上昇、物価高騰を加味して各年度の指定管理料を300万円としています。

施設の名称：福崎町もちむぎのやかた

指定管理者となる団体：株式会社もちむぎ食品センター

指定の期間：令和８年４月１日から令和13年３月31日まで（５年間）

指定管理料：1500万円（５年間）

消防団条例改正 
　　－消防団員報酬増額－ 

目　的
　消防団員の処遇改善を推進するため、一部
の階級において団員の年額報酬を引き上げる。

内　容
　副分団長以下の報酬額を、令和３年４月の
消防庁長官通知で示された標準額36500円に
引き上げる。また、副支部長の報酬額を業務
の負荷や職責等を勘案し、引き上げる。

教育長の任命に同意 

任 期 令和8年4月1日から1年間 

千家 利久氏
げせん とし ひさ

教育長の任期は通常３年ですが、
前教育長が任期途中で退職した
ため、残任期間となります。

69,000円 

36,500円 

36,500円 

36,500円 



3月定例会 
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修正動議 とは 
　原案に対する修正の提案です。
福崎町会議規則で、修正の動議
を議題とするためには、案をそ
なえ２人以上が連署して議長に
提出しなければならないとなっ
ています。

豆 知 識 

特別職の給与に関する条例を改正 特別職の給与に関する条例を改正 特別職の給与に関する条例を改正 
町長、副町長及び教育長の給与を減額 

　持続可能な行財政運営の確保に資するため、町の特別職（町長、副町長及び教育長）の３人に
支給する給与について、令和７年度に続いて、令和８年度もそれぞれ減額しようとするもので、
令和８年４月１日から施行します。

議案第10号「福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に 
関する条例の一部を改正する条例」に対する修正動議 

修正動議 
提出 

原案提案説明 

※竹本議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

７ ６ 

賛否 １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

○ ● 

○ ● 

● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ― 

城
谷
英
之
 

竹
本
繁
夫
 

小
林
　
博
 

北
山
智
恵
 

前
川
裕
量
 

植
岡
茂
和
 

牛
尾
雅
一
 

牛
尾
成
利
 

住
谷
庸
子
 

田
中
康
智
 

　
高
平
記
 

大
住
文
子
 

中
田
貴
子
 

三
輪
一
朝
 

修正する理由 

　令和７年度の附則改正時に、給与は減額せず給与に見合う成果を出してほしいと
お願いしたが、令和８年度も同様の議案が提出されたことは誠に遺憾。
　令和８年度が行政改革初年度ということで、職員の地域手当が２％カットされる
ということもあり、行政改革を推し進める上での経営者としての責任ということは
理解するため、町長、副町長の令和８年度中の給与減額については反対はしない。
　しかし、教育長は就任初年度となるため、満額の給与とし、その金額に見合うだ
けの役割を期待する。
　身を切る改革だけではなく、実の成る改革を求める。

令和８年３月25日 〈発議者〉福崎町議会議員　城谷英之
〈賛成者〉福崎町議会議員　前川裕量
〈賛成者〉福崎町議会議員　植岡茂和
〈賛成者〉福崎町議会議員　　高平記
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総務文教常任委員会 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　牛 尾 成 利  
委　　員　牛 尾 雅 一  
委　　員　大 住 文 子  
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　中 田 貴 子  

総務文教常任委員会 

認定こども園等入園申込状況 
　令和８年度認定こども園等入園申込状況に
ついて報告がありました。

文化センター大ホール、第2体育館使用中止に 
　文化センター大ホールと第２体育館は、耐震診断等で耐震性に
課題がある状況で使用しています。令和８年度を周知期間とし、
令和９年４月までに使用中止にする予定です。

福崎西中学校学校支援「毎日オープンスクール」実施中 
　福崎西中学校では、12月中旬から保護者が生徒を見守る「毎日オープンスクール」を開始し、3
学期からは民生児童委員、区長、補導委員、学校評議員などに拡大し、実施しています。

町職員地域手当据え置き 
　行政改革を実施する中で、町職員も一定の我慢をすべきとの考
えで、職員組合にも説明し理解を得た上、２％に据え置くことに
なりました。令和８年度予算ベースでの抑制額は約2800万円です。

社会教育施設利用料の設定に疑問 
　エルデホールの自主事業についての報告があり、現在の社会教育施設の利用料金が妥当であるか、
町民にメリットはあるのかなどの質疑がありました。

問
 
学校教育課長 

問
 

町長 

　申し込みを早くされた方から決まるのか。

　保育の必要性が高い人から順に希望される
園に決定する。

　職員数を増やせば受入人数をもう少し増や 
せるか。 
 

　施設規模に余裕があれば、ぜひ職員を採用してやっていきたい。

問
 

教育長 

教育長 

社会教育課長 

問
 

　福崎町が財政的に厳しい中で、町民も他市町の人も同じ金額。赤字を住民の税金で負担しているという 
現状の改善が必要では。

　できるだけ早い時点で町民に何らかのメリットがあるような販売方法を考えていく。

　青少年野外活動センターでは昨年エアコン空調を設置したが、来年度の予算でなぜ利用料金を上げてい 
ないのか。 
 

　野外活動センターは料金の改定について検討を進めている。他の社会教育施設についても令和８年度に
見直しを検討しており、それらの施設と整合を図るようにしている。

　令和７年度に山小屋の電気代がどれだけ上がったのか、令和６年度と比べて上がった分の何％かを令和
９年度からの山小屋の利用料に入れていこうと考えている。
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委 員 長　三 輪 一 朝  
副委員長　住 谷 庸 子  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　北 山 智 恵  
委　　員　小 林 　 博  
委　　員　田 中 康 智  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

ふるさと応援寄附金  令和7年12月末時点集計報告 

　福崎町社会福祉協議会が指定管理者である第２老人デイサー
ビスセンターすみよしの郷で実施している認知症対応型通所介
護事業を、認知症対応型の通所介護利用料の負担は一般のデイ
サービスの1.5倍となること、認知症の方も一般のデイサービス
を利用できることなどから令和８年３月31日をもって廃止する
と報告がありました。

認知症対応型通所介護事業廃止 

　寄附件数　5188件（前年度比489件増）

　寄附金額　約１億383万円（前年度比約124万円増）

　令和７年度目標額は１億５千万円ですが、３月末では１億２千万円程度になる見込みです。

　令和７年12月26日に、工業団地協議会から町および議会宛てに公害防止協定の廃止に関する要
望書が提出されました。町・議会・工業団地協議会で検討・協議を進めていきたいと考えています。

公害防止協定の廃止に関する要望書 

　要望の趣旨
　　近年、国や県の環境関連法令が整備・強化され、企業としても当然それらを遵守し、環境の保
　全体制が向上しており、また公害防止協定における制約は重複的かつ非効率であるため、国・県
　の関連法令に基づく運用に一本化したい。

（参考）福崎町ふるさと納税寄附額推移（R7年度末実績） 
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行政改革調査特別委員会 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　三 輪 一 朝 
他議員11名 

オブザーバー　竹本繁夫 議長 

行政改革調査特別委員会 

第4回委員会 開催（1月22日） 
　第４回委員会では、12月18日から１月16日までの30日間で実施したパブリックコメントの結果
と対応方針について報告がありました。また、第７次行政改革大綱及び実施計画の最終案につい
て説明がありました。

第5回委員会 開催（3月11日） 
　第５回委員会では、行政改革調査特別委員会の廃止について協
議しました。
　当委員会は令和７年６月定例会において、行政改革に住民の意
思を反映する議会として積極的に関与し、立案の段階から行政に
意見、提案等をしていくことを目的として設置され、委員会を４
回、総務文教部会を２回、民生まちづくり部会を１回開催しまし
た。所期の目的が達成されたとして、３月定例会をもって廃止す
ることに決定しました。

10

第7次行政改革大綱及び実施計画（案）に対する 
　　意見募集（パブリックコメント）の結果と対応方針 
　意見を出された方への回答は。 

　ホームページへの掲載により回答に代えさせて
いただく。

　パブリックコメントが3人、9件という結果に 
ついて、評価は。 

　３人が多いか少ないかという判断はつきにくい
が、こういった意見を出していただいたというこ
とにはたいへん感謝をしている。

　資料の工夫など反省すべき点があったのでは。 

　これまでの実績からいくと妥当だと思っている。
全国的な傾向からもパブコメでたくさんの意見が
出てくることはなかなか難しいと思っている。

　パブコメが終って行政改革の対象から除外する 
ことになった項目の対応方針は、この時点で変え 
るべきでは。

　今後開催される行政改革懇話会で最終の意見を
いただいたのちに修正し、大綱と実施計画で公表
させてもらいたい。

　パブリックコメントをするときの回答の目標値 
は。

　できるだけ周知して、多くの方に見ていただき
たいが、興味があってこそ見られると思う。目標
値というのは難しいと考える。

問
 

問
 

問
 

企画財政課長 

副町長 

副町長 

副町長 

問
 

問
 

町長 

第7次行政改革大綱および実施計画（最終案） 
　中学校給食費の無償化は、行政改革の計画に入 
っていないのでは。試算はしているか。 

　一般財源を増加させるような給食費無償化は考
えていない。一般財源に影響がないため試算には
含めていない。

　財源がなければやめるということか。 

　ふるさと納税を財源に考えているため、財源も
含めて実施し、一般財源に影響がないようにする
予定。

　エルデホールや学校の整備など投資的経費は先 
送りしたまま日程も入れないのか。

　施設については別途検討を進めながら取り組ん
でいく。

問
 

問
 

企画財政課長 

企画財政課長 

副町長 

問
 

福崎町ホームページ➡

第７次行政改革大綱
および実施計画



一般質問 

通 告 の 内 容 

※175号から問と答弁の表現を統一しています。 
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①令和８年度当初予算（案）について
②第７次行政改革について
③ごみの有料化について
④ＡＩ、生成ＡＩの活用について
⑤リチウムイオン電池の処理について
⑥福崎町お知らせシステムについて

牛 尾 成 利  
１３ページ 

うし お なり とし 

①公共施設について
②防災対策について

中 田 貴 子  
１４ページ 

なか た たか こ 

①都市計画道路について
②前回質問
③継続質問

植 岡 茂 和  
１６ページ 

うえ おか しげ かず 

①コミュニティ・スクールについて
②行政改革について

　 高 平 記  
１７ページ 

よし たか ひら き 

①地産地消について
②耕作放棄地について
③新規就農（特に若者について）
④耕作放棄地、放棄地予備軍と新規就農
　者をマッチングさせる取組は可能か

北 山 智 恵  
１８ページ 

きた やま ち え 

①耕作放棄地問題と農地課題について
②マイナンバーカード・マイナ保険証
　の普及・利活用について
③地域支え合い会議について

住 谷 庸 子  
１２ページ 

すみ たに よう こ 

①令和８年度予算について
②広報の充実について
③選ばれる町への道筋について

田 中 康 智  
１５ページ 

た なか やす とも 

①令和８年度施行の改正道路交通法に
　伴う自転車走行環境の整備と中高生
　への影響について

前 川 裕 量  
１９ページ 

まえ かわ ひろ かず 

①平和推進事業の取組状況と普及啓発
②継続質問（老朽化した公共施設の今
　後の方針）
③安心・安全のまちづくり

大 住 文 子  
２０ページ 

おお すみ ふみ こ 

①福崎町における職員採用および人材
　育成について

三 輪 一 朝  
２１ページ 

み わ かず とも 

①行財政改革の取り組みについて
②町道の交通安全対策について
③町政施行70周年記念事業について

牛 尾 雅 一  
２２ページ 

うし お まさ かず 

①町政運営について城 谷 英 之  
２３ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①巡回バスについて
②行政改革について
③社会教育施策の充実
④環境問題について
⑤安全なまちづくり

小 林 　 博  
２４ページ 

こ ばやし ひろし 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子は二次元コードを読み取ってご覧ください。 
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耕
作
放
棄
地
の
実
態

調
査
と
面
積
は
。
 

 　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
所
有
者
に
対
し
て

意
向
確
認
書
を
送
付
。
耕

作
放
棄
地
は
約
10
ha
前
後
。

 
 
耕
作
放
棄
地
に
対
す

る
住
民
か
ら
の
相
談
件
数

と
苦
情
内
容
は
。
 

 　
一
番
多
い
の
が
草
刈
り

依
頼
。
そ
の
他
、
所
有
農

地
の
適
正
な
管
理
を
行
う

た
め
の
担
い
手
の
紹
介
依

頼
。
相
談
件
数
は
例
年
20

件
程
度
。

 
 
農
地
問
題
で
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
へ
の
相
談
先

の
周
知
は
で
き
な
い
か
。
 

 「
悩
ん
だ
と
き
の
農
林
振

興
課
」
を
お
知
ら
せ
の
よ

う
な
形
で
掲
載
し
た
い
。

                         
 
耕
作
放
棄
地
の
再
生

活
用
を
支
援
す
る
よ
う
な

交
付
金
制
度
は
。
 

 　
町
独
自
の
施
策
と
し
て

「
不
作
付
地
耕
作
支
援
補

助
金
」
制
度
が
あ
る
。
こ

れ
は
３
年
以
上
作
物
の
作

付
け
を
行
っ
て
い
な
い
農

地
を
借
り
受
け
て
水
稲
な

ど
を
作
付
け
し
、
収
穫
物

を
販
売
出
荷
し
た
耕
作
者

に
対
し
て
補
助
す
る
制
度
。

 
 
マ
イ
ナ
保
険
証
の
具

体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
。
 

 　
①
手
続
き
な
し
で
高
額

医
療
の
限
度
額
を
超
え
る

支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
。

②
救
急
搬
送
時
の
適
切
な

応
急
処
置
や
搬
送
先
の
選

定
に
活
用
で
き
る
。
③
過

去
の
薬
や
診
療
デ
ー
タ
に

基
づ
く
、
よ
り
良
い
医
療

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活

用
し
た
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
の
検
討
は
。
 

 

　
現
在
の
と
こ
ろ
導
入
の

予
定
は
な
い
が
、
県
と
市

町
で
協
議
会
を
設
立
し
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

る
。
応
急
期
に
お
け
る
災

害
対
策
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、
家
屋
被
害
認
定

調
査
業
務
、
罹
災
証
明
書

発
行
業
務
の
公
平
・
効
率
・

迅
速
性
が
現
時
点
で
の
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
、
町
独
自
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
検
討
は
。
 

 　
各
種
証
明
書
発
行
の
際

に
必
要
な
申
請
書
へ
の
記

入
や
本
人
確
認
を
省
略
し
、

手
続
き
の
簡
素
化
を
目
指

す
。
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
「
我
が

事
会
議
」
で
出
た
地
域
課

題
は
。
 

 　
「
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
」
と
し
て
、
地
域

交
流
の
場
の
減
少
や
災
害

時
の
対
応
困
難
が
あ
る
。

「
日
常
生
活
支
援
の
不
足
」

と
し
て
、
買
物
等
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
、
送
迎
支

援
が
あ
る
。
そ
の
他
、
空

き
家
や
農
地
、
自
治
会
の

担
い
手
不
足
の
問
題
が
上

が
っ
て
い
る
。

　
　
「
我
が
事
会
議
」
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
今

後
の
計
画
と
取
り
組
み
は
。
 

 　
全
自
治
会
で
開
催
し
、

各
自
治
会
が
自
主
的
に
運

営
・
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
。
未

開
催
の
地
区
に
は
、
区
長
、

民
生
委
員
へ
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
開
催
し
て
も
ら

え
る
よ
う
依
頼
す
る
。

農
林
振
興
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

総
務
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

耕作放棄地の維持管理で困っておら 
れる方の相談体制は 

まずは、農林振興課までご相談いただきたい 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
 

カ
ー
ド
利
活
用

利
活
用
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
 

カ
ー
ド
利
活
用
 

地
域
支
え
合

地
域
支
え
合
い
会
議
会
議
 

地
域
支
え
合
い
会
議
 

住 谷 庸 子 

広報ふくさき４月号16ページ「農業者支援」の記事

その他農地のお問い合わせ・相談（農地の維持管理、売買、転用等）につい 

ても、役場農林振興課内福崎町農業委員会へご相談ください。 

、 



 
 
予
算
で
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

す
る
項
目
は
。
 

　
ご
み
処
理
施
設
建
設
事

業
、
中
播
消
防
署
建
替
事

業
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
。
助
成
は
、
１
か
月

児
健
診
費
、
妊
婦
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
予
防
接
種
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
な
ど
。

 
 
行
政
改
革
を
予
算
に

ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。
 

　
行
政
改
革
に
よ
る
効
果

額
は
、
各
課
事
務
事
業
の

削
減
額
が
約
７
０
０
万
円
、

投
資
的
経
費
、
人
件
費
の

抑
制
な
ど
が
約
１
億
５
５

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
行
政
改
革
「
実
施
計

画
」
の
達
成
状
況
や
効
果

の
検
証
の
報
告
・
公
表
は
。
 

　
目
標
年
度
の
決
算
報
告

書
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、

進
捗
状
況
を
議
会
へ
報
告

し
、町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
町
民
に
公
表
す
る
。

　
 
行
政
改
革
「
実
施
計

画
」
の
見
直
し
は
。
 

　
達
成
度
が
低
い
場
合
や

新
た
な
行
政
改
革
実
施
事

業
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、

実
施
計
画
を
随
時
見
直
す
。

　
 
赤
字
が
続
く
エ
ル
デ

ホ
ー
ル
の
収
支
改
善
へ
の

検
討
状
況
は
。
 

　
ホ
ー
ル
使
用
料
の
見
直

し
の
検
討
の
中
で
減
免
対

象
や
取
り
扱
い
も
考
え
る
。

入
場
料
は
イ
ベ
ン
ト
内
容

を
勘
案
し
て
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
。

　
 
現
在
、
ご
み
は
有
料

化
さ
れ
て
い
る
か
、
有
料

化
の
予
定
は
あ
る
か
。
行

政
改
革
に
は
受
益
者
負
担

を
明
記
し
て
い
る
。
国
の

施
設
建
設
交
付
金
を
受
け

る
に
は
、
有
料
化
の
検
討

が
条
件
と
あ
る
。
 

　
現
在
の
ご
み
袋
代
に
は

ご
み
処
理
費
用
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ご
み
の
有
料

化
は
、
神
崎
郡
３
町
の
足

並
み
を
揃
え
る
こ
と
が
重

要
。
町
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

　
 
ご
み
有
料
化
は
神
崎

郡
３
町
で
ど
こ
ま
で
協
議

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
ご

み
有
料
化
は
い
つ
か
ら
か
。
 

　
３
町
と
も
有
料
化
が
必

要
と
い
う
面
で
は
同
じ
方

向
。
新
ご
み
処
理
施
設
稼

働
の
令
和
10
年
度
に
向
け

て
、
８
・
９
年
度
に
説
明

会
を
実
施
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
。

　
 
ご
み
の
有
料
化
に
よ

り
期
待
す
る
効
果
は
何
か
。
 

　
有
料
化
の
目
的
は
、
ご

み
の
排
出
量
の
削
減
、
住

民
の
環
境
意
識
の
向
上
、

町
の
財
政
負
担
の
軽
減
で

あ
る
。
減
量
化
に
よ
り
焼

却
施
設
の
延
命
に
も
な
る
。

　
 
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で

町
行
政
の
業
務
の
効
率
化

に
な
る
の
で
は
。
 

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
議
事
録
作

成
・
要
約
、
挨
拶
文
案
の

作
成
に
利
用
し
て
お
り
、

職
員
向
け
研
修
や
活
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
、
周

辺
自
治
体
の
事
例
の
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
複
雑
な
制
度
・
長
文

の
要
点
整
理
、
施
策
の
ア

イ
デ
ア
出
し
な
ど
に
活
用

し
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　
 
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
展
が

教
育
現
場
に
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
デ
メ

リ
ッ
ト
か
ら
守
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
。
 

　
教
育
活
動
に
お
け
る
実

体
験
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
調
和
を
一

層
指
導
す
る
。
生
成
Ａ
Ｉ

の
使
用
範
囲
や
方
法
を
適

切
に
ガ
イ
ド
す
る
ル
ー
ル

の
整
備
、
情
報
リ
テ
ラ
シ

ー
教
育
の
強
化
が
不
可
欠
。

　
 
町
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利

用
の
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム

を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
各

地
区
内
の
連
絡
な
ど
に
利

用
で
き
な
い
か
。
 

　
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
に

地
区
内
連
絡
が
で
き
る
自

治
会
機
能
が
あ
る
の
で
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

ご
み
の
減
量
と

減
量
と
有
料
化

有
料
化
 

ご
み
の
減
量
と
有
料
化
 

生
成
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
活
用
 

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
 

お
知
ら
せ
ら
せ
シ
ス
テ
ム
 

お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
 

令和８年度当初予算で町長が特に 
力を入れられた予算項目は 

子育て支援として、小・中学生の給食費無償化と 
中学校体育館の空調設備の設置である 牛 尾 成 利  
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前
回
の
質
問
で
「
自

主
事
業
や
利
用
料
の
見
直

し
を
検
討
す
る
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
実
態
は

ど
う
か
。
利
用
者
１
人
あ

た
り
の
町
負
担
額
は
２
２

５
１
円
、
町
民
１
人
あ
た

り
で
も
２
６
８
４
円
に
の

ぼ
り
、
直
近
２
カ
年
の
収

支
は
１
３
０
０
万
円
超
の

赤
字
。
文
化
振
興
の
重
要

性
は
否
定
し
な
い
が
、
財

政
難
の
中
で
「
い
く
ら
ま

で
の
赤
字
を
許
容
す
る
の

か
」
と
い
う
数
値
基
準
も

持
た
ず
、
赤
字
事
業
を
継

続
す
る
前
提
に
な
っ
て
い

な
い
か
。
単
な
る
感
情
論

で
は
な
く
、
責
任
あ
る
経

営
判
断
と
し
て
、
具
体
的

な
見
直
し
基
準
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
 

 　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
は
町
民

の
教
養
や
豊
か
な
生
活
を

支
え
る
社
会
教
育
施
設
で

あ
り
、
貸
し
館
事
業
に
特

化
す
る
こ
と
は
文
化
芸
術

の
後
退
に
つ
な
が
る
。
自

主
事
業
の
廃
止
や
休
止
は

考
え
て
い
な
い
。
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
の
事
例
を
見

て
も
経
費
削
減
効
果
が
薄

く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。

し
か
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
参
考
に
す
る
こ
と
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
自
主
事
業
を
年
間
６
〜

７
事
業
か
ら
４
〜
５
事
業

に
精
査
し
、
集
客
性
の
高

い
内
容
へ
見
直
す
。
令
和

７
年
度
か
ら
は
公
演
委
託

料
７
０
０
万
円
に
対
し
、

入
場
料
収
入
５
０
０
万
円

（
約
７
割
）を
目
標
に
設
定

す
る
。
現
在
は
明
確
な
赤

字
の
数
値
基
準
は
持
っ
て

い
な
い
が
、
満
席
を
目
標

と
し
た
計
画
的
な
運
営
に

努
め
、
赤
字
削
減
を
図
る
。

　
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

は
空
調
設
備
の
設
置
な
ど

に
よ
り
、
施
設
の
快
適
性

が
向
上
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
「
美
し
い
施
設
」
と
評

価
さ
れ
、
「
安
さ
」
で
は

な
く
「
質
」
で
選
ば
れ
る

施
設
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
 

　
し
か
し
、
利
用
料
（
大

人
２
２
０
円
等
）
は
５
年

間
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
、

令
和
７
年
度
の
町
負
担
額

は
約
１
１
７
０
万
円
に
達

す
る
見
込
み
だ
。
利
用
者

の
約
６
割
が
町
外
利
用
者

で
あ
る
現
状
に
お
い
て
、

町
民
の
税
金
で
こ
の
負
担

を
支
え
続
け
る
構
造
は
不

公
平
で
は
な
い
か
。
町
内
 

・
町
外
料
金
に
差
を
設
け

る
な
ど
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
い
た
改
定
を

早
期
に
行
う
べ
き
だ
。
 

 　
行
政
改
革
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
令
和
８
年
度
中

に
全
施
設
の
使
用
料
見
直

し
を
行
う
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
。
必
ず
こ
の
期
間

中
に
見
直
す
べ
く
進
め
て

い
き
た
い
。

　
町
外
料
金
の
設
定
や
、

空
調
費
を
反
映
し
た
改
定

は
制
度
上
可
能
だ
。
施
設

ご
と
に
改
定
す
る
と
利
用

者
の
混
乱
を
招
く
た
め
、

令
和
８
年
度
中
に
他
の
公

共
施
設
と
一
斉
に
見
直
し

を
行
い
、
適
正
な
料
金
体

系
へ
の
転
換
を
目
指
す
。

　
　
東
日
本
大
震
災
か
ら

１５
年
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

生
き
る
た
め
に
必
要
な
の

は
生
き
る
す
べ
を
学
ぶ
こ

と
。
自
治
会
単
位
の
避
難

訓
練
の
実
施
率
を
ど
こ
ま

で
引
き
上
げ
る
の
か
。
ま

た
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
は
。
 

 　
避
難
訓
練
を
含
む
防
災

訓
練
の
実
施
自
治
会
数
は
、

令
和
15
年
度
ま
で
に
全
33

自
治
会
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
作
成
中
の
避

難
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ほ

ぼ
完
成
し
て
お
り
、
全
自

治
会
へ
配
布
す
る
と
と
も

に
出
前
講
座
等
を
通
じ
て

活
用
方
法
を
伝
え
て
い
く

こ
と
を
検
討
す
る
。
小
中

学
校
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

整
合
を
図
り
、
全
避
難
所

へ
展
開
し
た
い
。

　
　
民
間
の
井
戸
を
災
害

時
に
活
用
す
る
「
災
害
時

市
民
開
放
井
戸
」
の
制
度

創
設
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
進
捗
を
問
う
。
 

 「
災
害
時
市
民
開
放
井
戸
」

に
つ
い
て
は
、
共
助
の
観

点
か
ら
非
常
に
有
用
。
要

綱
を
作
成
中
。

早
期
の
制
度
創
設
に
向

け
て
進
め
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

社
会
教
育
課
長
 

教
育
長
 

社
会
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

青
少
年
野
外
活
動
セ

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
 

の
料
金
改
定

料
金
改
定
は
　
　
　
　
　

は
　
　
　
　
　
 

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
 

の
料
金
改
定
は
　
　
　
　
　
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

計画的な運営に努め、赤字削減を図る 

エルデホールの自主事業の内容や 
実施方法の見直しは 

中 田 貴 子 
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耐
震
性
能
に
課
題
が

あ
る
第
２
体
育
館
は
、
福

崎
町
公
共
施
設
等
管
理
計

画
に
お
い
て
「
廃
止
・
撤

去
」
を
検
討
す
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
直
ち

に
使
用
を
禁
止
し
、
令
和

８
年
度
中
に
解
体
撤
去
す

る
事
が
財
政
上
も
有
利
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

　
有
利
な
時
限
的
制
度
で

除
却
を
行
う
べ
き
か
と
も

思
う
が
、
行
政
改
革
の
中

で
投
資
的
経
費
を
抑
制
す

る
事
と
し
て
お
り
、
令
和

8
年
度
中
に
第
2
体
育
館

を
除
却
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
令
和
７
年
度
決
算
で

は
当
初
想
定
を
上
回
る
約

１
億
円
の
財
源
確
保
に
成

功
し
て
い
る
。
こ
れ
を
財

源
と
し
て
、
時
限
的
な
制

度
を
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
 

単
な
る
貯
金
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。
 

 　
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
情
勢
下
で

あ
り
、
1
億
円
の
財

源
は
貴
重
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
財
政

状
況
が
改
善
す
る
ま

で
は
新
た
な
投
資
は

控
え
た
い
。

　
　
新
規
投
資
は
一

切
し
な
い
と
い
う
意
 

味
で
は
な
く
、
財
政
状
況

を
常
に
注
視
し
て
必
要
な

投
資
は
行
う
と
理
解
し
て

良
い
か
。
 

　
財
政
状
況
を
常
に
注
視

し
、
行
政
改
革
の
中
で
も
、

必
要
な
も
の
は
し
っ
か
り

と
予
算
化
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
財
政
状
況
が
大
変
厳

し
い
と
い
う
情
報
は
一
定

程
度
伝
わ
っ
て
い
る
。
今

後
必
要
な
広
報
は
、
第
7

次
行
革
の
成
果
を
正
し
く

伝
え
「
安
心
感
を
お
届
け

す
る
広
報
」
だ
と
思
う
。

視
覚
に
訴
え
て
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
ペ
ー

ジ
構
成
、
専
門
用
語
を
廃

し
誰
も
が
直
感
的
に
分
か

る
広
報
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

　
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

や
目
標
に
対
す
る
達
成
度

合
い
な
ど
、
内
容
が
住
民

に
伝
わ
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
公
表
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
福
崎
町
が
持
つ
魅
力

や
潜
在
力
を
発
信
し
て
い

く
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
広
報
は
、
都
市

経
営
の
た
め
の
投
資
と
捉

え
て
、
外
部
の
専
門
知
識

を
持
っ
た
事
業
者
等
を
活

用
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。
 

　
様
々
な
業
務
を
抱
え
る

中
で
広
報
業
務
を
行
っ
て

い
る
。
業
務
の
バ
ラ
ン
ス

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
広
報

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
福
崎
町
で
は
、
既
に

様
々
な
先
進
的
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
「
点
」
で
終
わ
ら
せ
ず

「
一
本
の
太
い
線
」
に
つ

な
い
で
都
市
ブ
ラ
ン
ド
に

ま
で
磨
き
上
げ
て
、
戦
略

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
、

「
選
ば
れ
る
町
」
に
な
る

た
め
に
は
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。
こ
の
た
め
、

全
課
を
横
断
的
に
統
括
し

た
戦
略
的
な
広
報
の
司
令

塔
と
な
る
組
織
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
 

　
全
て
の
職
員
が
広
報
マ

ン
だ
と
い
う
意
識
で
職
務

に
あ
た
る
よ
う
に
常
々
言

っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が

浸
透
し
観
光
面
、
地
域
振

興
面
で
は
成
果
を
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

福
崎
町
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
、
し
っ
か
り
と
広
報
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

い
う
思
い
は
同
じ
で
あ
る

が
、
新
た
な
組
織
で
は
な

く
、
現
在
の
総
務
課
を
司

令
塔
と
し
、
様
々
な
広
報

に
対
応
し
て
い
く
考
え
だ
。

企
画
財
政
課
長
 

副
町
長
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

選
ば
れ
ば
れ
る
町
る
町
に
な
る
た

な
る
た
め
の
 

戦
略
的
広
報
　
　
　
　
　
　

戦
略
的
広
報
　
　
　
　
　
　
 

選
ば
れ
る
町
に
な
る
た
め
の
 

戦
略
的
広
報
　
　
　
　
　
　
 

広
報
広
報
の
充
実
充
実
 

広
報
の
充
実
 

田 中 康 智 

期限が迫る有利な国制度を活用した 
第２体育館除却は考えないのか 

投資的経費を抑制する中、新たな投資は難しい 

使用中止を予定している第２体育館
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町
道
福
崎
駅
田
原
線

お
よ
び
千
束
新
町
線
の
進

捗
状
況
と
、
令
和
８
年
度

以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

伺
う
。
ま
た
、
地
元
馬
田

区
か
ら
は
横
断
歩
道
の
設

置
や
雨
水
対
策
、
完
成
後

の
渋
滞
を
懸
念
す
る
声
が

出
て
い
る
。
町
民
の
切
実

な
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。
 

 　
福
崎
駅
田
原
線
は
、
振

古
川
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ

ー
ト
工
事
を
６
月
末
ま
で

に
完
了
さ
せ
、
令
和
８
年

度
に
は
馬
田
山
崎
線
交
差

点
付
近
の
工
事
を
発
注
す

る
。
千
束
新
町
線
は
用
地

買
収
率
60
％
に
達
し
て
お

り
、
令
和
８
年
度
に
は
盛

土
や
用
水
路
の
付
け
替
え

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

地
元
要
望
の
横
断
歩
道
は

警
察
と
協
議
中
で
あ
り
、

雨
水
対
策
も
工
事
範
囲
内

で
適
切
に
対
応
し
、
水
路

改
修
は
地
元
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
県
道
甘
地
福
崎
線
に

つ
い
て
は
、
用
地
無
償
提

供
の
前
提
が
崩
れ
、
白
紙

に
近
い
状
態
に
戻
っ
た
と

理
解
し
て
い
る
。
今
後
、

県
の
パ
イ
プ
役
で
あ
っ
た

技
監
ポ
ス
ト
が
廃
止
さ
れ

る
中
、
誰
が
責
任
を
持
っ

て
県
と
交
渉
し
、
事
業
を

推
進
す
る
の
か
。
 

 　
技
監
の
役
割
は
非
常
に

大
き
か
っ
た
が
、
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
課
長
を
軸
と

し
、
事
案
に
応
じ
て
町
長

や
私
も
一
体
と
な
っ
て
県

と
の
調
整
・
交
渉
に
あ
た

っ
て
い
く
。

　
　
町
長
が
描
く
「
道
路

完
成
後
の
福
崎
町
」
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
、
完
成
に
向
け

た
目
標
年
次
を
明
確
に
示

し
、
町
民
に
希
望
を
与
え

る
べ
き
だ
。
 

 　
本
路
線
は
町
で
最
も
重

要
な
「
ま
ち
の
玄
関
口
」

の
形
成
に
不
可
欠
な
道
路

で
あ
る
。
東
西
の
拠
点
を

結
ぶ
こ
と
で
町
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
確
信

し
て
い
る
。
現
在
は
財
政

的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

具
体
的
な
完
了
時
期
の
明

言
は
困
難
だ
が
、
県
と
連

携
し
、
不
退
転
の
決
意
で

前
に
進
め
て
い
く
。

　
　
昨
年
末
か
ら
カ
ス
ハ

ラ
対
策
の
早
期
実
施
を
求

め
て
き
た
が
、
３
月
議
会

で
条
例
案
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
極
め
て
遺
憾
。

年
度
末
の
離
職
者
の
中
に

は
、
心
な
い
対
応
に
疲
弊

し
た
職
員
も
い
る
の
で
は
。

現
在
ま
で
の
検
討
状
況
と

実
態
調
査
の
結
果
は
。
 

 　
カ
ス
ハ
ラ
で
は
な
い
が
、

全
職
員
対
象
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
研
修
を
実
施
し
、
２

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
実

態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。
幹
部
会
議
で
は
情

報
を
共
有
し
、
不
当
な
要

求
に
は
組
織
と
し
て
責
任

を
持
ち
、
職
員
個
人
に
負

担
を
負
わ
せ
な
い
体
制
を

確
認
し
て
い
る
。

　
　
国
が
対
策
を
義
務
化

す
る
２
０
２
６
年
１０
月
を

待
つ
必
要
は
な
い
。
窓
口

で
耐
え
て
い
る
職
員
を
守

る
の
は
町
当
局
の
責
務
だ
。

理
不
尽
な
要
求
か
ら
職
員

を
守
る
「
一
線
」
を
町
が

ル
ー
ル
と
し
て
引
く
べ
き

で
あ
る
。
条
例
制
定
に
向

け
た
ス
ピ
ー
ド
感
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
条
例
制
定
の
準
備
は
着

実
に
進
め
て
い
る
。
研
修

や
実
態
調
査
は
そ
の
プ
ロ

セ
ス
の
一
環
で
あ
り
、
早

け
れ
ば
6
月
議
会
に
は
提

案
で
き
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。
決
し
て
先
送
り
に

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
、

ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
無
意
識
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
し
ま
う
町
民

を
「
加
害
者
」
に
さ
せ
な

い
た
め
で
も
あ
る
。
職
員

が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

こ
そ
が
、
良
質
な
公
務
、

ひ
い
て
は
全
町
民
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
る
。

自
ら
の
手
で
職
員
と
町
民

を
守
る
覚
悟
を
再
度
問
う
。
 

 　
国
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

福
崎
町
と
し
て
職
員
が
誇

り
を
持
っ
て
働
き
、
町
民

が
正
当
な
声
を
届
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
。
そ
の

覚
悟
を
持
っ
て
、
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

総
務
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

副
町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

都市計画道路完成目標年次は 

具体的な完了時期の明言は困難だ 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
 

（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策
　
　
　

対
策
　
　
　
 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
 

（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策
　
　
　
 

植 岡 茂 和 
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行
政
改
革
を
組
織
的

に
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
忙
し
い
上
に
日

常
の
業
務
が
優
先
さ
れ
て

し
ま
い
が
ち
な
職
場
環
境

だ
か
ら
こ
そ
、
中
長
期
的

な
実
施
計
画
に
基
づ
い
た

年
度
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
事
前
に
つ
く
っ
て
実

行
し
て
い
く
べ
き
。
熟
練

さ
れ
た
町
長
や
副
町
長
の

頭
の
中
で
見
え
て
い
る
施

策
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、

5
W
1
H
を
明
確
に
し
て
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を

出
し
な
が
ら
計
画
的
に
組

織
的
に
取
組
ん
で
い
く
べ

き
。
第
７
次
行
政
改
革
を

「
絵
に
か
い
た
餅
」
で
な

く
、
実
際
に
食
べ
ら
れ
る

餅
に
す
る
た
め
に
は
、
年

度
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
進
捗
管
理
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
い
く

べ
き
。
行
政
改
革
を
通
し

て
み
る
と
、
町
幹
部
の
意

識
改
革
こ
そ
、
福
崎
町
の

働
き
方
改
革
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
で
は
。
 

　
ご
指
摘
を
肝
に
銘
じ
て
、

行
政
改
革
を
含
む
町
幹
部

の
意
識
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
第
７
次
の
実
施
計
画

は
３６
件
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
が
し
っ
か
り
と
実
行

す
る
と
し
た
場
合
、
職
員

の
業
務
負
荷
オ
ー
バ
ー
に

は
な
ら
な
い
か
。
 

　
計
画
を
実
行
す
る
に
当

た
り
、
各
課
の
事
務
の
中

で
、
通
常
業
務
を
行
い
な

が
ら
達
成
す
る
と
い
う
も

の
で
、
特
に
こ
の
行
政
改

革
の
実
施
計
画
が
、
余
分

な
仕
事
に
な
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

　
　
実
施
計
画
１７
番
は「
目

標
値
が
職
員
提
案
件
数
、

毎
年
度
で
５
件
以
上
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
月

の
定
例
会
で
見
聞
き
し
た

だ
け
で
も
、
①
国
庫
補
助

金
を
利
用
し
た
Ａ
Ｉ
の
活

用
。
②
行
政
手
続
の
簡
素

化
の
推
進
で
は
、
帳
票
別

に
各
担
当
者
が
個
々
に
改

善
提
案
。
③
使
用
料
手
数

料
等
の
適
正
化
で
は
、
例

え
ば
体
育
館
、
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
野
外
セ
ン
タ
ー
等

の
施
設
ご
と
の
事
情
を
反

映
し
た
改
善
提
案
。
④
税

務
課
で
は
、
ス
マ
ホ
で
の

確
定
申
告
や
申
告
日
時
の

事
前
予
約
と
か
、
日
程
面

で
混
雑
具
合
を
事
前
に
周

知
し
て
申
告
者
に
分
散
化

を
促
し
た
改
善
提
案
。
⑤

地
域
振
興
課
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
拡
大
作
戦
な
ど
、

た
く
さ
ん
改
善
提
案
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
。
い
き
な
り

大
き
な
改
善
を
狙
う
の
で

は
な
く
て
、
小
さ
な
改
善

の
積
み
重
ね
で
改
善
経
験

の
数
を
増
や
し
て
、
職
員

の
改
善
マ
イ
ン
ド
を
養
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

全
職
員
１
４
７
人
程
度
で

年
間
た
っ
た
５
件
以
上
か
。

そ
れ
と
も
職
員
１
人
当
た

り
年
間
５
件
以
上
な
の
か
。
 

　
全
職
員
で
年
間
５
件
以

上
で
す
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
で

は
町
内
の
４
つ
の
小
学
校

で
実
施
す
る
金
額
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
２
つ
の

中
学
校
は
い
つ
の
予
定
か
。
 

　
令
和
９
年
度
以
降
に
は

福
崎
西
中
学
校
区
、
福
崎

東
中
学
校
区
ご
と
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
、

小
学
校
２
校
、
中
学
校
１

校
、
そ
の
３
つ
で
ひ
と
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
で
導
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
思
春
期
で
多
感
な
生

徒
達
が
集
い
、
問
題
や
課

題
が
多
岐
に
渡
る
中
学
校

で
の
立
上
げ
を
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
頂

き
た
い
。
 

　
中
学
校
は
既
に
研
修
な

ど
を
始
め
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
導

入
に
向
け
て
機
運
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。

町
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

総
務
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

第
７
次
行
政
改
革

次
行
政
改
革
の
 

実
施
計
画
件
数
　
　

実
施
計
画
件
数
　
　
 

第
７
次
行
政
改
革
の
 

実
施
計
画
件
数
　
　
 

業
務
カ

業
務
カ
イ
ゼ
ン
の
推
進
推
進
 

（
職
員
提
案

職
員
提
案
の
促
進
促
進
）
 

業
務
カ
イ
ゼ
ン
の
推
進
 

（
職
員
提
案
の
促
進
）
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
　
 

ス
ク
ー
ル
の
導
入
導
入
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
　
 

ス
ク
ー
ル
の
導
入
 

行政改革を通してみると、町幹部の意識改革こそ 
福崎町の働き方改革の最大のポイントではないか 

ご指摘を肝に銘じて、行政改革を含む町幹部の意識 
改革を進めていきたい 　 高 平 記 

町内初のコミュニティ・スクールが導入された高岡小
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地
産
地
消
の
推
進
状

況
と
課
題
、
学
校
給
食
の

現
状
は
。
 

  　
町
内
産
野
菜
の
利
用
率

は
17
・
7
%
（
令
和
６
年

度
）
。
米
は
兵
庫
県
産
で

１
０
０
%
を
維
持
。
課
題

は
、
収
穫
時
期
の
重
複
に

よ
る
過
剰
供
給
と
、
端
境

期
（
収
穫
で
き
な
い
時
期
）

の
供
給
不
足
。
対
策
は
、

「
地
産
地
消
検
討
会
」
で

の
事
前
調
整
や
、
他
市
の

事
例
（
宍
粟
市
の
保
冷
庫

活
用
）
を
参
考
に
、
出
荷

時
期
の
分
散
や
保
存
方
法

を
検
討
す
る
。

 
 
耕
作
放
棄
地
対
策
と

営
農
組
織
を
維
持
す
る
た

め
の
町
の
考
え
は
。
 

  　
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

遠
方
居
住
に
よ
る
管
理
不

能
、
獣
害
、
ま
た
、
営
農

組
合
（
八
千
種
、
大
門
）

の
解
散
・
休
止
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
急
増

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
町

は
「
地
域
計
画
」
に
基
づ

き
、
地
域
で
農
業
経
営
の

素
地
を
作
る
支
援
を
行
う
。

後
継
者
育
成
の
支
援
制
度

が
あ
り
、
認
定
農
業
者
が

後
継
者
を
正
規
雇
用
す
る

場
合
、
給
与
を
年
間
最
大

１
０
０
万
円
補
助
す
る
制

度
（
町
単
独
事
業
）
が
あ

る
が
、
現
在
の
活
用
実
績

は
ゼ
ロ
。
周
知
が
今
後
の

課
題
。

 
 
耕
作
放
棄
地
、
耕
作

不
利
農
地
に
つ
い
て
は
、

町
が
農
振
農
用
地
か
ら
除

外
を
し
て
、
特
別
指
定
区

域
制
度
を
利
用
し
て
農
地

転
用
を
促
す
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。
 

  　
農
振
除
外
の
検
討
を
し

て
い
る
。
ほ
場
整
備
さ
れ

た
優
良
農
地
は
維
持
す
る

一
方
、
狭
小
で
耕
作
困
難

な
農
地
（
約
６
０
０
筆
を

調
査
）
の
う
ち
、
１
８
８

筆
（
約
8
・
7

ha
）
を
除

外
対
象
と
し
て
計
上
。
そ

の
う
ち
、
約
4
・
4

ha
を

「
特
別
指
定
区

域
」
の
拡
大
に

関
連
付
け
、
集

落
の
要
望
を
反

映
し
た
有
効
活

用
（
転
用
等
）

を
促
進
す
る
。

令
和
８
年
５
月

に
計
画
を
変
更

す
る
予
定
。

 
 
耕
作
放
棄
地
、
放
棄

地
予
備
軍
と
新
規
就
農
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
取

り
組
み
は
可
能
か
。
ま
た
、

定
住
人
口
増
に
結
び
付
け

る
施
策
は
あ
る
か
。
近
隣
、

他
府
県
で
の
取
り
組
み
は
。
 

  　
就
農
実
績
は
過
去
３
年

間
で
10
名
が
就
農
。
国
や

町
の
資
金
援
助
（
就
農
準

備
資
金
、
経
営
開
始
資
金

な
ど
）
を
活
用
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
と
定
住
は
、

「
地
域
計
画
」
で
担
い
手

未
定
と
な
っ
て
い
る
農
地

と
、
新
規
就
農
者
を
結
び

つ
け
る
相
談
体
制
を
県
と

連
携
し
て
構
築
。
住
居
確

保
に
つ
い
て
は
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
活
用
を
検
討

し
て
い
る
。

 
 
農
地
中
間
管
理
機
構

は
県
知
事
の
指
定
を
受
け
、

農
地
の
出
し
手
と
受
け
手

の
間
に
介
在
し
、
農
地
の

貸
し
借
り
が
円
滑
に
進
む

よ
う
調
整
す
る
公
的
な
機

関
と
あ
る
が
、
実
際
に
機

能
し
て
い
る
か
。
機
能
し

て
い
る
な
ら
、
農
地
の
中

間
管
理
機
構
へ
の
集
約
面

積
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
績

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
 

  　
農
地
中
間
管
理
事
業
は

従
来
の
利
用
権
設
定
か
ら

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

経
由
の
手
続
き
に
移
行
。

実
務
（
調
整
・
マ
ッ
チ
ン

グ
）
は
町
が
受
託
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
約
２
ha
の

マ
ッ
チ
ン
グ
実
績
が
あ
る
。

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

耕
作
放
棄
地

耕
作
放
棄
地
 

耕
作
放
棄
地
 

新
規
就
農
者
と

新
規
就
農
者
と
の
 

マ
ッ
チ
ン
グ
　
　
 

新
規
就
農
者
と
の
 

マ
ッ
チ
ン
グ
　
　
 

北 山 智 恵  

耕作放棄地対策と営農組織の維持 
はできないか 

町は「地域計画」に基づき、地域で農業経営の素地 
を作る支援を行う 

広報ふくさき３月号農業者支援の記事
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令
和
8
年
度
よ
り
自

転
車
の
交
通
違
反
に
「
青

切
符
（
反
則
金
制
度
）
」

が
導
入
さ
れ
る
。
中
高
生

や
保
護
者
か
ら
不
安
の
声

が
届
い
て
い
る
が
、
対
象

年
齢
や
適
用
の
基
準
は
ど

う
な
る
の
か
。
 

　
青
切
符
の
対
象
は
16
歳

以
上
と
な
る
。
た
だ
し
、

14
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
3

年
以
内
に
2
回
以
上
の
違

反
を
す
れ
ば
「
自
転
車
運

転
講
習
」
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
、
従
わ
な
い
場

合
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
小
学
生
は
こ
れ
ら

の
対
象
外
と
な
る
。

 
 
車
道
通
行
が
危
険
で

歩
道
を
通
ら
ざ
る
を
得
な

い
場
合
の
判
断
基
準
は
。

ま
た
、
主
な
違
反
事
例
と

反
則
金
（
想
定
）
を
例
示

さ
れ
た
い
。
 

　
自
転
車
は
車
道
通
行
が

原
則
だ
が
、
「
自
転
車
歩

行
者
道
（
自
歩
道
）
」
の

標
識
が
あ
る
場
所
は
通
行

可
能
。
標
識
が
な
い
場
合

で
も
、
12
歳
以
下
の
子
ど

も
や
70
歳
以
上
の
方
な
ど

は
歩
道
を
通
行
で
き
る
。

ま
た
、
交
通
量
が
多
い
な

ど
危
険
が
あ
る
場
合
も
、

徐
行
を
原
則
に
通
行
可
能

だ
。

（
違
反
例
は
左
図
参
照
）

 
　
反
則
金
の
支
払
い
は

保
護
者
の
負
担
と
な
る
。

教
育
現
場
や
家
庭
へ
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の

か
。ま
た
、従
来
の
形
式
的

な
安
全
教
室
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
 

　
校
長
会
を
通
じ
、
特
に

16
歳
が
近
い
中
学
3
年
生

へ
の
意
識
付
け
を
依
頼
し

て
い
る
。
青
切
符
を
放
置

す
れ
ば
刑
事
手
続
き
に
移

行
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

も
、
保
護
者
を
含
め
伝
え

る
よ
う
努
め
る
。

　
毎
年
4
〜
5
月
に
開
催

す
る
交
通
安
全
教
室
を
、

法
改
正
に
対
応
し
た
実
践

的
な
内
容
に
す
る
た
め
、

現
在
警
察
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　
　
取
り
締
ま
り
だ
け
が

先
行
し
て
は
な
ら
な
い
。

危
険
箇
所
の
「
自
歩
道
」

へ
の
指
定
変
更
や
、
矢
羽

根
型
路
面
標
示
の
優
先
整

備
を
行
う
べ
き
だ
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る

た
め
「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
」
を
早
期
に
策

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
現
状
、
本
町
に
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
が
な
い
。

今
後
、
警
察
や
学
校
と
協

議
し
計
画
を
策
定
し
た
い
。

そ
の
上
で
、
国
の
「
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
」

等
を
活
用
し
、
自
歩
道
や

自
転
車
通
行
帯
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

　
　
計
画
の
有
無
が
予
算

確
保
の
裏
付
け
と
な
る
。

法
改
正
ま
で
に
通
学
路
の

総
点
検
を
実
施
し
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
を
加
速
さ
せ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
 

　
例
年
の
合
同
点
検
に
加

え
、
3
月
末
ま
で
に
町
独

自
で
先
行
し
て
現
地
確
認

を
行
い
、
安
全
確
保
に
努

め
て
い
く
。

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

走
行
環
境

走
行
環
境
の
　
　
 

整
備
と

整
備
と
予
算
確
保

予
算
確
保
 

走
行
環
境
の
　
　
 

整
備
と
予
算
確
保
 

令和 8年度より自転車の交通違反の 
対象年齢や適用基準はどうなるのか 

青切符の対象は16歳以上となり、小学生はこれら 
の対象外となる 前 川 裕 量 
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日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
の
加
入
自
治
体

と
し
て
、
広
島
・
長
崎
の

被
爆
写
真
な
ど
の
展
示
事

業
を
活
用
し
、
平
和
を
語

り
継
ぐ
発
信
や
展
示
な
ど

を
強
化
し
て
い
く
考
え
は
。
 

  　
展
示
貸
出
し
事
業
も
活

用
し
、
よ
り
広
く
、
町
民

の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
を
考
え

て
い
き
た
い
。

 
 
来
年
度
、
町
制
施
行

７０
周
年
、
恒
久
平
和
の
町

宣
言
４０
周
年
と
い
う
重
要

な
節
目
を
迎
え
る
。
町
民

の
皆
様
の
意
識
に
深
く
刻

む
年
に
す
る
べ
く
、
恒
久

平
和
の
町
宣
言
を
可
視
化

す
る
標
識
を
設
置
さ
れ
る

考
え
は
。
 

  　
平
和
の
啓
発
活
動
・
周

知
は
大
切
。
広
報
活
動
に

は
、
今
後
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

   
 
急
な
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
に
「
救
急
車
を

呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
か
」

「
病
院
に
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
の
か
」
迷
っ
た
と
き

に
＃
７
１
１
９
に
電
話
を

か
け
る
と
、
２４
時
間
い
つ

で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ

は
住
民
の
不
安
を
解
消
す

る
重
要
な
も
の
。
 

 
い
ざ
と
い
う
時
に
、
す

ぐ
に
電
話
が
で
き
る
よ
う

に
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配

布
な
ど
、
周
知
方
法
を
考

え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。
 

 　
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に

つ
い
て
早
い
時
期
に
取
り

組
み
た
い
。

 
 
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
と
は
、
ト
イ
レ
に
設
置

さ
れ
て
い
る
生
理
用
品
や

吸
水
パ
ッ
ド
な
ど
を
廃
棄

す
る
容
器
の
こ
と
。
男
性

で
も
、
高
齢
化
に
伴
う
尿

漏
れ
に
悩
む
方
が
増
え
て

い
る
。
 

　
前
立
腺
が
ん
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
治
療

後
の
症
状
に
よ
っ
て
は
、

吸
水
パ
ッ
ド
な
ど
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
方
も
増
え

て
い
る
。
 

　
一
方
で
男
性
用
ト
イ
レ

に
は
廃
棄
場
所
が
な
く
処

理
に
困
り
、
外
出
を
控
え

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

当
事
者
が
困
っ
て
い
て
も

声
が
上
げ
に
く
く
、周
り
に

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、こ
れ
ま
で
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
男
女

を
問
わ
ず
安
心
し
て
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
環
境
を
整
 

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
 

る
。
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。
 

  　
町
内
の
公
共

施
設
で
男
性
ト

イ
レ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
は
、
小

　
　
　
　
学
校
１
校
の
み
。

　
　
　
　
高
齢
化
社
会
の

進
展
や
、
病
気
療
養
中
の

方
々
の
社
会
参
画
を
支
え

る
観
点
か
ら
、
そ
の
必
要

性
の
高
ま
り
を
認
識
す
る
。

　
令
和
８
年
度
以
降
、
役

場
庁
舎
か
ら
整
備
し
て
い

き
、
そ
の
他
の
公
共
施
設

へ
と
順
次
設
置
を
進
め
て

い
き
、
誰
も
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

公
共
ト

公
共
ト
イ
レ
に
お
け
る
　
　
　
　
　
 

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
設
置
 

公
共
ト
イ
レ
に
お
け
る
　
　
　
 

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
 

救
急
安
心
セ

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
　
 

ひ
ょ
う
ご
＃
７
１
１
９
 

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
　
 

ひ
ょ
う
ご
＃
７
１
１
９
 

恒久平和の町宣言を可視化するため 
標識を設置される考えは 

広報活動には今後力を入れていきたい 
大 住 文 子 

出典：総務省北海道管区行政評価局「男性トイレへの
サニタリーボックスの普及促進に係る情報収集結果」
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若
年
人
口
の
減
少
と

人
材
の
流
動
化
に
伴
う
人

材
獲
得
競
争
が
激
化
し
て

い
る
環
境
の
も
と
、
自
治

体
は
、
ど
の
よ
う
な
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
職
員
を
採

用
し
て
い
く
か
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
変
化
に
合
わ

せ
て
、
職
員
を
ど
の
よ
う

な
人
材
に
育
て
る
の
か
と

い
う
人
材
に
か
か
る
施
策
 

・
政
策
の
高
度
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
 

　
他
自
治
体
と
同
様
に
福

崎
町
で
は
何
年
も
前
か
ら

職
員
採
用
に
か
か
る
受
験

者
数
は
大
き
く
減
少
し
て

お
り
、
行
政
職
の
採
用
も

赤
信
号
が
と
も
る
寸
前
と

す
る
見
方
が
あ
る
。
 

　
福
崎
町
で
は
人
材
確
保

育
成
に
つ
い
て
、
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
の
か
。
 

　
人
材
獲
得
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
お
り
、
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
。

　
　
ま
す
ま
す
複
雑
化
、

多
様
化
す
る
行
政
課
題
や
、

突
発
的
な
事
態
な
ど
困
難

な
課
題
解
決
に
は
過
去
の

発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
視
点
や
、
創
造
的
な

思
考
を
持
ち
、
柔
軟
に
対

応
で
き
る
人
材
確
保
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と

の
認
識
は
あ
る
の
か
。
 

　
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
目
指
す
べ
き
職
員

像
の
ひ
と
つ
に
、
「
未
来

志
向
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
職
員
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
職
員
採
用
試
験
で
改

善
を
加
え
よ
う
と
し
て
い

る
内
容
は
何
か
。
 

　
民
間
で
採
用
さ
れ
て
い

る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
等

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
を
希
望
し
て

い
る
学
生
も
採
用
試
験
を

受
け
や
す
く
な
り
、
母
集

団
を
拡
大
で
き
、
優
れ
た

人
材
採
用
の
可
能
性
は
高

ま
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
正
規
職
員

採
用
の
９
月
試
験
に
加
え

て
、
令
和
５
年
度
に
は
土

木
職
を
７
月
に
早
期
実
施
。

　
令
和
７
年
度
は
、
一
般

行
政
職
と
建
築
職
も
７
月

に
早
期
実
施
し
た
。

　
建
築
職
は
令
和
８
年
１

月
採
用
に
結
び
つ
く
な
ど

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
応
募
者
数
は
横
ば
い

か
ら
、
や
や
上
向
い
て
い

る
。

　
　
人
材
育
成
に
外
部
研

修
、
出
向
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｏ

ｆ
ｆ
ー

Ｊ
Ｔ
な
ど
の
様
々

な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て

計
画
的
に
経
験
を
積
ま
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。
 

　
行
政
課
題
の
複
雑
化
、

多
様
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
も
あ
る
。

　
変
化
に
即
応
し
た
政
策

形
成
能
力
や
、
困
難
な
課

題
に
対
応
で
き
る
能
力
を

有
す
る
人
材
へ
の
育
成
が

不
可
欠
。

　
そ
の
た
め
に
、
様
々
な

研
修
機
会
の
創
出
、
積
極

的
か
つ
計
画
的
に
研
修
さ

せ
る
考
え
。

　
　
研
修
費
に
つ
い
て
本

町
の
財
政
状
況
が
悪
化
し

て
い
て
も
、
あ
る
程
度
は

確
保
す
べ
き
と
の
考
え
は

あ
る
の
か
。
 

　
本
町
に
は
人
材
育
成
に

か
か
る
経
費
を
削
減
す
る

考
え
は
な
い
。

　
　
職
員
の
定
年
前
退
職

の
減
少
に
結
び
付
け
る
た

め
に
も
、
職
員
が
ワ
ー
ク
･

ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
、
や
り
が
い
・

キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
た
成
長

の
実
感
を
持
ち
、
能
力
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
職
場

環
境
、
人
事
制
度
な
ど
を

含
ん
だ
組
織
の
「
仕
組
み
」

を
見
直
す
必
要
に
つ
い
て

の
見
解
は
ど
う
か
。
 

　
人
材
確
保
、
定
年
前
退

職
の
減
少
に
結
び
付
け
る

た
め
に
は
、
採
用
、
人
材

育
成
、
職
場
環
境
、
人
事

制
度
の
、
よ
り
効
果
的
な

あ
り
方
を
考
え
、
仕
組
み

を
見
直
す
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。

　
　
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
の
観
点
か
ら
、
人
材

確
保
や
育
成
を
、
自
治
体

ト
ッ
プ
が
正
面
か
ら
受
け

止
め
て
、
戦
略
を
練
り
目

標
を
定
め
、
積
極
的
に
関

与
す
る
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。
 

　
人
材
確
保
、
人
材
育
成

は
自
治
体
経
営
に
非
常
に

重
要
と
の
認
識
の
も
と
、

行
政
運
営
を
進
め
た
い
。

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

人材確保・育成について、危機感を 
感じているのか 

危機感を感じている 
三 輪 一 朝 
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近
年
の
妖
怪
ブ
ー
ム

の
影
響
も
あ
り
、
柳
田
國

男
先
生
が
再
評
価
さ
れ
て

い
る
。
 

　
全
国
的
な
知
名
度
を
持

つ
柳
田
國
男
先
生
を
主
人

公
に
し
た
物
語
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
化
に
向
け
、
岩
手

県
遠
野
市
・
宮
崎
県
椎
葉

村
・
東
京
都
世
田
谷
区
な

ど
ゆ
か
り
の
自
治
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

要
望
し
て
い
く
取
り
組
み

は
検
討
で
き
な
い
か
。
 

  　
朝
ド
ラ
の
誘
致
で
国
民

的
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
れ

ば
、
福
崎
町
の
知
名
度
の

向
上
・
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
、
交
流

人
口
の
増
加
・
産
業
・
観

光
振
興
・
地
域
の
活
性
化

・
経
済
効
果
も
非
常
に
大

き
い
と
考
え
る
。

　
た
だ
、
放
映
さ
れ
る
ま

で
の
道
の
り
は
遠
く
、
ひ

と
つ
の
提
案
と
し
て
受
け

と
め
る
。

 
 
消
防
出
初
式
を
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
連
休

の
日
曜
日
の
午
前
中
に
行

い
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
を

同
日
の
午
後
か
ら
（
祝
い

事
は
古
く
よ
り
、
午
前
中

に
行
う
風
習
が
考
え
ら
れ

る
な
ら
）
、
午
前
１１
時
開

式
で
の
二
十
歳
の
つ
ど
い

に
さ
れ
た
ら
ど
う
か
と
考

え
る
。
ゆ
っ
た
り
と
二
十

歳
の
つ
ど
い
を
考
え
ら
れ

た
ら
、
消
防
出
初
式
を

３０
分
早
め
て
い
た
だ
く
こ

と
で
可
能
で
は
な
い
か
。

遠
方
か
ら
参
加
さ
れ
る
新

成
人
、
特
に
女
性
の
方
に

は
喜
ば
れ
る
と
考
え
る
が
。

ま
た
、
消
防
団
の
本
団
幹

部
の
方
に
は
、
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
た
だ
き
、
ロ
ビ

ー
で
消
防
関
連
の
展
示
や

活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
加
入
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。
 

  　
同
日
開
催
と
な
る
と
、

舞
台
展
開
・
リ
ハ
ー
サ
ル

等
に
か
な
り
の
時
間
が
必

要
。
出
初
式
と
二
十
歳
の

つ
ど
い
を
同
時
開
催
す
る

こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
消
防
団
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
加
入
促

進
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手

法
と
考
え
る
の
で
、
本
団

幹
部
に
も
相
談
し
た
い
。

　
　
先
日
２
月
９
日
朝
は
、

こ
の
冬
一
番
の
最
強
寒
波

が
到
来
し
、
福
崎
町
で
も

約
１０
㎝
の
積
雪
を
記
録
し

た
。
路
面
凍
結
に
よ
り
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
や
立
ち
往

生
が
発
生
し
、
道
路
が
大

渋
滞
し
て
大
変
な
混
乱
状

態
だ
っ
た
。
今
回
の
雪
は

事
前
に
予
想
が
出
て
い
た

の
で
、
ど
の
よ
う
な
事
前

対
策
を
取
ら
れ
た
か
。
 

  　
坂
道
で
ス
リ
ッ
プ
が
予

想
さ
れ
る
7
か
所
に
お
い

て
、
前
日
（
2
月
8
日
）

の
夕
方
に
緊
急
指
定
業
者

に
よ
り
凍
結
防
止
剤
を
散

布
し
た
。

　
　
路
面
凍
結
に
よ
る
被

害
内
容
は
。
 

  　
事
故
で
は
な
い
が
、
東

大
貫
溝
口
線
中
井
印
刷
前

付
近
で
路
面
の
凍
結
に
よ

り
渋
滞
が
発
生
し
た
。
次

回
か
ら
散
布
箇
所
と
し
て

追
加
す
る
。

　
　
町
内
で
凍
結
対
策
と

し
て
、
道
路
や
橋
梁
に
塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
袋
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
職
員
の

み
が
使
用
可
能
な
の
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
で

使
用
し
て
も
よ
い
の
か
、

使
用
す
る
際
の
協
力
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
の
当
り
の
周
知
は
さ
れ

て
い
る
か
。
 

  　
凍
結
防
止
剤
に
つ
い
て

は
、
毎
年
11
月
下
旬
に
町

内
約
1
7
0
か
所
に
4
1

0
袋
を
設
置
し
て
い
る
。

基
本
的
に
は
設
置
し
て
い

る
周
辺
の
方
々
に
散
布
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

再
度
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
散
布
の
お
願
い
・
散

布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
散
布

方
法
に
つ
い
て
周
知
し
て

い
く
。

地
域
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 二

十
歳

二
十
歳
の
つ
ど
い
 

二
十
歳
の
つ
ど
い
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

路
面
凍
結
対
策

路
面
凍
結
対
策
 

路
面
凍
結
対
策
 

民俗学の父柳田國男を主人公にした 
ＮＨＫ朝ドラ化の取り組みは 

熱心な誘致活動を展開する必要があり、提案として 
受けとめる 牛 尾 雅 一 

柳田國男生家
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平
成
4
年
か
ら
３３
年

間
続
き
、
延
べ
１２
名
が
着

任
し
た
技
監
制
度
が
終
了

す
る
。
駅
前
整
備
や
下
水

道
事
業
な
ど
、
専
門
知
識

と
県
と
の
パ
イ
プ
を
持
つ

技
監
の
役
割
は
極
め
て
大

き
い
。
廃
止
後
の
大
き
な

穴
を
ど
う
埋
め
る
の
か
。
 

　
一
旦
制
度
は
休
止
す
る

が
、
各
課
長
が
覚
悟
を
持

っ
て
業
務
に
当
た
る
。
歴

代
技
監
は
退
職
後
も
「
福

崎
町
の
応
援
団
」
で
あ
り
、

県
庁
内
の
人
脈
を
活
か
し

た
情
報
収
集
や
連
携
は
継

続
し
て
い
く
。
将
来
的
に

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

必
要
に
な
れ
ば
、
再
度
派

遣
を
要
請
す
る
考
え
だ
。

　
技
監
の
人
脈
を
1
0
0

%
カ
バ
ー
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
が
、
課
長
に
負

担
が
集
中
し
な
い
よ
う
、

我
々
執
行
部
が
積
極
的
に

県
や
関
係
機
関
へ
足
を
運

び
、
対
応
し
て
い
く
。

 
 
令
和
7
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
当

初
予
算
で
1
億
5
0
0
0

万
円
を
計
上
し
て
い
た
が
、

最
終
的
な
実
績
と
目
標
に

到
達
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

ま
た
、
令
和
8
年
度
予
算

で
さ
ら
な
る
増
額
と
な
る

1
億
6
0
0
0
万
円
を
掲

げ
て
い
る
が
、
そ
の
達
成

に
向
け
た
勝
算
は
。
 

　
実
績
は
令
和
8
年
3
月

19
日
時
点
の
速
報
値
で
、

寄
附
件
数
5
7
7
0
件
、

金
額
に
し
て
1
億
1
5
4

0
万
円
。
令
和
7
年
10
月

か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
ル

ー
ル
の
廃
止
に
よ
り
年
末

の
寄
附
が
伸
び
悩
ん
だ
こ

と
や
、
他
自
治
体
の
還
元

率
の
高
い
返
礼
品
、
テ
レ

ビ
等
で
宣
伝
さ
れ
た
旬
の

果
物
・
海
産
物
に
流
れ
た

こ
と
が
未
達
の
要
因
。
ブ

ラ
ン
ド
力
の
課
題
は
特
に

期
待
し
て
い
た
お
米
の
寄

附
が
鈍
か
っ
た
。
福
崎
町

ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
が
低

く
、
都
会
で
の
「
お
こ
め

券
」
発
行
な
ど
の
影
響
も

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
年
度
は
行
政
改
革
実

施
計
画
に
基
づ
き
1
億

6
0
0
0
万
円
を
目
標
と

す
る
。
不
振
だ
っ
た
お
米
、

売
れ
筋
の
男
性
用
化
粧
品
、

肉
類
に
注
力
し
、
S
N
S

発
信
や
都
会
で
の
売
り
込

み
活
動
を
強
化
す
る
。

 
　
農
家
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
た
め
に
在
庫
を
確
保

し
て
お
り
、
売
れ
残
れ
ば

死
活
問
題
。
地
域
振
興
課

や
委
託
業
者
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
（
売
れ
残
り
米

の
営
業
活
動
）
は
評
価
す

る
が
、
町
長
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
覚
悟
は
。
 

　
今
年
度
は
工
業
団
地
の

企
業
を
回
り
、
県
外
の
仕

入
れ
先
等
へ
も
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
る
地
道
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
お
米

は
依
然
と
し
て
可
能
性
の

あ
る
材
料
だ
。
引
き
続
き
、

農
家
と
協
力
し
て
財
源
確

保
に
努
め
た
い
。

　
　
中
寺
北
条
線
の
現
在

の
進
捗
状
況
を
問
う
。
ま

た
、
議
会
で
の
答
弁
と
異

な
る
方
向
転
換
や
停
滞
が

あ
る
場
合
、
速
や
か
に
報

告
す
べ
き
で
は
。
 

　
進
捗
は
令
和
6
年
度
に

詳
細
設
計
を
完
了
し
、
住

民
説
明
会
を
実
施
し
た
。

令
和
7
年
度
は
国
の
補
正

予
算
を
活
用
し
て
用
地
測

量
を
発
注
、
令
和
8
年
9

月
末
の
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。
予
算
の
枠
組
み
は
、

8
年
度
か
ら
は
、
よ
り
予

算
が
確
保
し
や
す
い
「
通

学
生
の
交
通
安
全
対
策
事

業
」
と
し
て
国
に
予
算
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
内
の
主
要
な
県
事

業（
１７
箇
所
）の
進
捗
状
況

を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
 

　
主
な
事
業
の
状
況
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
西
田
原
姫
路
線
（
田
尻

付
近
）
‥
用
地
測
量
を
年

度
内
に
終
え
、
令
和
8
年

度
に
用
地
交
渉
を
予
定
。

　
甘
地
福
崎
線
（
福
崎
高

校
前
）
‥
用
地
の
無
償
提

供
協
定
が
解
除
さ
れ
た
た

め
、
令
和
8
年
度
に
県
の

再
評
価
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
要
望
中
。

　
砂
防
・
た
め
池
整
備
‥

山
崎
地
区
の
砂
防
堰
堤
は

完
了
。
八
千
種
地
区
の
崩

壊
対
策
や
、
東
田
原
・
加

治
谷
・
大
門
の
各
た
め
池

整
備
は
、
令
和
8
年
度
に

実
施
設
計
を
予
定
。

問
 

問
 

町
長
 

技
監
 

技
監
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

町
長
 

副
町
長
 

問
 

技監制度の廃止後の穴をどう埋める 
のか 

各課長が覚悟を持って業務に当たる 
城 谷 英 之 

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
納
税
納
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の
現
状
と

現
状
と
 

今
後
今
後
の
戦
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戦
略
　
　
　
　
　
 

ふ
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後
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線
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の
 

整
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と
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報
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共
有
共
有
 

県
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線
の
 

整
備
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報
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共
有
 

問
 

兵
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フ
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整
備
整
備
プ
ロ
 

グ
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状
況
　
　
 

兵
庫
イ
ン
フ
ラ
整
備
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
　
　
 



 
 
福
祉
施
策
の
縮
小
・

廃
止
に
つ
い
て
見
直
し
と

復
活
を
。
 

 　
計
画
を
着
実
に
実
行
す

る
こ
と
が
責
務
。
色
々
な

意
見
を
聞
い
て
行
っ
て
い

る
。

 
　
ご
み
の
有
料
化
、
収

集
方
式
等
を
協
議
中
と
の

こ
と
。
有
料
化
は
補
助
の

必
須
要
件
か
。
慎
重
に
行

う
べ
き
で
あ
る
。
 

 　
必
須
で
は
な
い
が
３
町

で
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

 
 
案
が
ま
と
ま
っ
て
か

ら
の
報
告
で
は
な
く
、
課

題
検
討
の
中
間
的
な
報
告

を
し
て
ほ
し
い
。
 

 　
内
容
が
整
理
で
き
た
時

点
で
、
所
管
の
委
員
会
等

に
報
告
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

 
 
地
域
の
繋
が
り
が
薄

れ
る
一
方
で
、
福
祉
も
教

育
も
災
害
対
策
で
も
地
域

力
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い

る
。
社
会
教
育
の
意
義
は

大
き
い
と
考
え
る
。
町
の

基
本
姿
勢
は
。
 

 　
人
の
繋
が
り
、
文
化
力

を
向
上
さ
せ
る
町
づ
く
り

を
進
め
た
い
。

 
 
使
用
料
や
手
数
料
の

引
上
げ
、
民
間
委
託
な
ど
、

社
会
教
育
の
目
的
に
逆
行

す
る
の
は
避
け
て
ほ
し
い
。
 

 　
数
十
年
先
の
人
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
各
施
設
の

設
置
目
的
の
た
め
に
も
、

教
育
文
化
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
地
域
の
振
興
と
文
化
の

発
展
は
第
一
の
使
命
で
あ

る
が
、
運
営
維
持
管
理
に

は
適
正
な
受
益
者
負
担
の

在
り
方
は
検
討
し
た
い
。

 
 
公
民
館
活
動
等
の
免

除
し
て
い
る
も
の
は
。
 

 　
過
大
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
検
討
す
る
。

 
 
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
町

敷
地
の
有
効
活
用
で
子
ど

も
の
遊
び
場
、
駐
車
場
の

充
実
を
求
め
た
い
。
 

 　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
の

活
用
を
考
え
た
い
。

 
 
高
橋
の
廃
棄
物
問
題

の
取
組
状
況
は
。
 

 　
県
民
局
と
も
協
議
を
続

け
て
い
る
。
堆
積
物
の
撤

去
は
ま
だ
で
あ
る
。
草
刈

り
を
行
い
、
草
の
撤
去
を

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

 
 
太
陽
光
施
設
の
管
理

状
況
の
悪
い
場
所
へ
の
取

組
は
。
条
例
制
定
も
考
慮

す
べ
き
で
は
。
 

 　
指
導
や
連
絡
を
し
て
い

る
。
条
例
は
他
市
町
の
事

例
を
調
べ
て
対
応
す
る
。

 
 
公
害
防
止
協
定
の
基

本
姿
勢
は
大
切
。
（
今
の

生
活
環
境
を
守
る
・
町
の

主
導
権
・
住
民
参
加
・
公

開
等
）
西
部
工
業
団
地
、

東
部
工
業
団
地
、
ゴ
ル
フ

場
等
、
町
内
全
体
の
生
活

環
境
に
も
農
業
に
も
影
響

す
る
。
存
続
を
求
め
る
。
 

 　
協
定
の
重
要
性
も
確
保

し
な
が
ら
、
変
化
検
討
を

加
え
る
部
分
も
所
管
の
委

員
会
で
示
せ
た
ら
と
考
え

る
。

 
 
Ｊ
Ｒ
線
路
沿
い
の
樹

木
問
題
に
つ
い
て
。
 

 　
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
を
し
て
い

る
。
３
月
〜
４
月
で
伐
木

予
定
。

 
 
巡
回
バ
ス
の
利
用
向

上
へ
の
方
策
は
。
 

 　
車
両
維
持
費
等
の
事
情

か
ら
現
状
の
運
行
体
制
維

持
、
利
用
拡
大
へ
出
前
講

座
等
で
周
知
に
つ
と
め
る
。
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長
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活
課
長
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活
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長
 

住
民
生
活
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長
 

社
会
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長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
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ス
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全
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り
 

安
全
な
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く
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環
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問
題

環
境
問
題
 

環
境
問
題
 

社
会
教
育
施
設

社
会
教
育
施
設
 

の
充
実
　
　
　

充
実
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ごみの有料化は慎重に 

3町で協議しながら進める 
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令和7年度一般会計補正予算　第522回臨時会 

物価高騰への支援（福咲スマイル商品券）を決定 物価高騰への支援（福咲スマイル商品券）を決定 物価高騰への支援（福咲スマイル商品券）を決定 物価高騰への支援（福咲スマイル商品券）を決定 

名　　　称：福咲スマイル商品券（第２弾）

商品券の額：町民１人当たり8000円

対　象　者：福崎町に住民登録がある方
　　　　　　（令和８年１月31日時点）
　　　　　　令和８年２月１日から令和８年
　　　　　　６月30日までの転入・出生者等

使 用 期 間：令和８年７月31日（金）まで

利 用 店 舗：登録された町内店舗

中播消防署本署建替事業造成工事請負契約額変更理由 

　２月臨時会は２月９日に招集されました。中播消防署本署建設にかかる契約の議案など４件が
提出され、慎重に審議を行い、原案のとおり承認・可決しました。

第523回臨時会 

姫路市中播消防署本署建設工事契約を可決 姫路市中播消防署本署建設工事契約を可決 姫路市中播消防署本署建設工事契約を可決 姫路市中播消防署本署建設工事契約を可決 

❶消防署敷地内の雨水排水を町道中島井ノ口線の車道下に敷設してある雨水幹線に排出する暗渠管
　を敷設するための工法を変更（約1040万円増額）

❷試掘によりくわ止め擁壁の損傷が経年劣化により著しかったことが判明したため、西側隣接ほ場
　のくわ止め擁壁工を追加（約190万円増額）

❸工事用道路の整備費用の追加（約200万円増額）

❹表土撤去土量200㎥増（約190万円増額）

　１月臨時会は１月22日に招集されました。物
価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業に
ついての議案が提出され、慎重に審議を行い、
原案のとおり可決しました。
　物価高騰に影響を受けている町民の生活支援

と消費促進による地域経済の活性化を目的とし
て、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金」を活用し、全町民を対象に商品券が配
布されます。

ふくさき

　近隣市町では金額が高いという情報がある。１ 
万円にしようという議論にはならなかったのか。

　国から交付される額の中で実施したい。給食費
無償化を優先させていただき、この金額になった。

　給食費無償化はこの交付金がなくても実施する 
のであれば、この交付金については給食費以外の 
使途を考えられなかったのか。

　福崎町の財政がたいへん厳しい状況であり、給
食費無償化に使わせていただいた。

副町長 

町長 

問
 

問
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で検索できます。 福崎町議会 検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo. jp

次の定例会は 6月5日 開会予定 次の定例会は 6月5日 開会予定 

編
 
集
 
後
 
記
 　新年度が始まり、早１ヶ月が経ちました。新緑が眩しい季節となり

ました。先日、町制70周年記念式典が盛大に開催されました。これ
までの歩みと歴史に敬意を表し今後の更なる発展を期待しています。
　この機会に議会だよりの歩みについて調べてみました。昭和37年
８月25日に広報ふくさき25号の中に議会だよりが登場し、昭和57年
５月１日に創刊号が発行されました。その後、サイズ変更やカラー表
裏紙への変更による紙面改良が行われました。平成30年には議員の
一般質問のページが１人１頁になり、より多くの情報を伝えることが
できるようになりました。
　今後、読みたいと思えるもの、伝えたい情報を理解してもらえる紙
面づくりを目指して取り組んでいきたいと思います。
　町政を身近に感じていただき、これまで以上に親しんでいただける
議会だよりとなるようみなさんの率直なご意見、ご感想をいただける
と幸いです。（住谷庸子）

福崎町内の道にある蓋（フタ） 

マンホールカード 

　福崎町内の道にはさまざまなフタがついています。汚水管のフタでも町章がついているもの、

ついていないもの、ガジロウがのっているカラフルなものなど、色や模様、サイズも様々です。

　消火栓のフタも数種類あり、フタによって開ける道具（消火栓キー）も異なります。現在は

統一されてきましたが、消火栓キーが違うと開けられないということもありますので、開け方

については地元の消防団にお尋ねください。

（表） （裏）

　福崎町では「フクちゃんサキちゃん」や

「ガジロウ」などをモチーフとしたマンホ

ールをＪＲ福崎駅前に設置しています。そ

のマンホールをデザインしたマンホールカ

ードを発行しており、駅前・　川の観光交

流センターと福崎町役場上下水道課で配布

しています。
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